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                    １８．［ 環 境 ・ 景 観 ］                              

 

掛合町掛合地区 ゴミの収集について 

Ｑ３２６ 

   ゴミの分別収集の状況について伺う。 

Ａ：合併して、ごみ収集に関する事業体は一本化しましたが、処理施設については２つに分かれたままの状

  況です。それぞれの施設により処理方法が異なるため、すぐに１つに統一することは難しい状況です。

  （市民部） 
Ａ：加茂エネルギーセンターでは、収集した生ゴミを固形燃料にして搬出しています。いいしクリーンセン

  ターでは、出雲エネルギーセンターで融解して処理しています。市はペットボトルは燃料として使うた

  め可燃ごみ扱いですが、松江市ではリサイクルするため分別して収集しておられます。 
  処理の方法により分別が変わってきますが、いずれにしても燃えるごみに金属が混ざっていたりすると

  うまく処理ができないので、分別の徹底をお願いします。（市長） 
 

掛合町松笠地区 道路周辺美化について 

Ｑ３２７ 

   現在市道などの草刈は自治会の事業で行っているが、道路に覆いかぶさるように延びてきている木が各

  所にあり、危険である。もちろん住民も協力しなくてはいけないが、行政として何か考えがないか。 

Ａ：陰切と解釈します。草等はメーター当たり３０円で自治会にお願いしてきれいにしていただいています。

  市所有の土地は市ですぐに対応できますが、地域によっては（自治会等の）草刈にあわせて切ってもら
   うように対応していただいているところもあります。また陰切は今年から農地・水の事業で対応できる
   ようにしました。１時間あたり５００円と車代が出せるので、自治会で対応していただきたいと思いま
   す。（掛合総合Ｃ） 
Ｑ３２８：[関連質疑] 

   道路の両側から木が垂れ下がっていると、地域が大変みすぼらしく見える。これを農地・水で片付けて

  もらっても、とてもじゃないが自治会では対応しきれないし、業者でやるとものすごく金がかかる。切

  ること、それを片付けること、また近くに電線も通っている。このことを簡単に考えてもらっては困る。

  少ない手間賃をもらってもできるものではない。市できちんとした対応をしてもらいたい。 

Ｑ３２９：[関連質疑] 

   関連して、夏場はいいが、冬は雪ですぐ道路に竹などが垂れ下がる。市の補助金でやれとかいわれても無 

   理。徹底的に市でやってもらいたい。 

Ａ：陰切り等の作業は大変重労働であることは、理解しています。 
  基本的にこれが市道の用地ならば市でその辺の対応をしていくことになりますが、民地であれば、その

  木を切れば盗木という状況にもなりますし、その土地の所有者の方と地元の方と話し合っていただいて、

  何らかの対応をしていただきたいと思います。使用できるお金は、今のところ農地・水しかないという

  状況を理解していただきたい。（掛合総合Ｃ） 
Ｑ３３０：[関連質疑] 

   草刈等、地域のみんなで自分の時間を割いて行っているが、これから地元も高齢化してくる。県道では毎週 

   のように道路パトロールをして見回っている。市はパトロールもないし、住民任せでまったく何もしていない 

   ように感じる。ゴルフ場のところの農道など、雑木で道路標識も見えないような状態になっている。使用する 

   住民が管理するのは当たり前だが、住民も限界がある。市でなんとかならないかと思う。 

   市道は、官地であるのでどこが管理するのかということがある。新しいうちはいいが、古くなってくると道路も

   傷む。そういうときに、地域住民が市に声をかけたときは、少なくとも現場を見に来ることくらいはしていただ 
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   きたい。 

Ａ：どこの自治会も同じで、住民のみなさんに草刈等行ってもらって、ありがたいと思っています。 
  どこの地区も高齢化の問題は出てきています。すぐに何をするということは言えませんが、いろいろな

  意見を伺いながら今後対策を取っていきますのでご理解いただきたい。（建設部） 
Ｑ３３１：[関連質疑] 

   今の答弁は、どうにもならないということか？そうではなく、前向きに考えるとかはっきり言ってもらわないと 

   困る。例えば高所作業車を市で２台ぐらい買ってやるとかでないと、あいまいな答弁では、皆さん納得できな

   いと思う。時間をつぶして、住民も出てきているので適当な言葉で濁してもらっても困る。 

Ａ：道路の管理の住み分けは必要と考えます。だが、明らかに住民の手におえない場合は市でやらなければ

  なりません。場合によっては農地・水で対応していただく場合もあります。ケースバイケースです。 
  道路環境状況は、各総合センター、建設部でより把握に努めたいと考えます。パトロール車を１台買う

  か、２台買うかわからないが、状況把握はしっかりと行います。（市長） 
Ｑ３３２：[関連質疑] 

   両仙農道など、両側から木が生い茂って大変なことになっている、高い台車がないととてもできない。 

Ａ：そういう時は、すぐに総合センターに相談してほしい。総合センターが判断し対応します。（市長） 
Ｑ３３３：[関連質疑] 

   合併前の旧町では、年次計画で各地区の大きな陰切りをしていた。いっぺんにはできないが、全体的な計画

   を立てて、住民と協力しながらやらなければならない。 

Ａ：ご指摘をありがたく受けます。（市長） 

 

掛合町入間地区 閉鎖後のへぎ処分場水質検査について 

Ｑ３３４ 

   本谷集落では７～８世帯で田んぼを作っているが、そこへへぎの旧ゴミ処理場からの汚水が流れていけ

  ないという話を合併前からしていて、その後整地をしてもらってキレイになってだいたい安心してい 

  る。だが、その当時の総合センターの所長が「年に１・２回は水質について調査をして報告をする」と

  言っていたにもかかわらず、その後何の話も報告もない。入間地区や本谷集落にも引き続きそこからの

  水は流れてくるわけで、少しはどうなっているのかという話をしてもらいたい。 

Ａ：雲南市・飯南町事務組合が現在ではゴミ処理に関して業務を行っています。 

  しかし、そのような約束をしていて何も話をしていなかったのは申し訳ありません。 

  住民の方が不安に思われるのは当然です。今後は水質検査を実施して報告します。これまでの検査につ

  いても報告します。（市長） 

＊閉鎖後のへぎ処分場水質検査について、事務組合で調査したところ、閉鎖後２年間実施したが異常が認められ 

 ず、地元自治会にその旨を報告し、了承を得られたので終了した経過があった。この件について質問された方 

 にも説明し了解を得ております。 

 

三刀屋町一宮地区 古城若者住宅周辺の環境美化について 

Ｑ３３５ 

   古城若者住宅の周辺は草がたくさん生えており、環境美化作業ができていない。近くに福祉施設もあり、来 

   訪者も多いので、見栄えが悪い。住宅の住民が草刈りしているのを見たことがない。壊れた自転車やバイク

   も投げっぱなしになっていて、片付けてほしい。 

Ａ： 総合センターで管理している住宅なので、対応したいと思います。（三刀屋総合Ｃ） 
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三刀屋町一宮地区 アスパル周辺の環境美化について 

Ｑ３３６ 

   アスパルの管理をキラキラ雲南さんがしておられるとのことですが、草刈りがなっていない。きれいにして

ほしい。アスパルは雲南市の顔になるところだ。 

Ａ：キラキラ雲南の代表者は私です。草刈りをするように言ってきれいにします。（市長） 

 

木次町温泉地区 ダム周辺の環境対策について 

Ｑ３３７ 

   集中豪雨がよく降る中で濁った水がでる。原因は分からないが、蛍も出なくなった。できるだけ環境が壊れな

   いようにしてほしい。 

Ａ：汚濁防止の施設がありますが、洪水時期は効果が薄れたこともあるかと思います。国土交通省へその旨

  を要望していきたいと思います。（政策企画部） 
 

大東町春殖地区 市のＩＳＯへの取り組みについて 

Ｑ３３８ 

   環境対策の分でＩＳＯを取っておられますが、これのメリットというものはどういうものがあるのか。また予算 

   的にはどれくらいの予算でＩＳＯの認定・認証取得されたのか。そこの所を聞きたい。 

Ａ：ご存知のとおりＩＳＯ14001というのは、国際環境基準にならった快適な職場環境づくりという事が第
  一の目的です。 
  そして職場の環境づくりを市が率先して行い、地域に広げていって地球温暖化防止にも貢献しようとい

  うのがＩＳＯ14001の取り組みです。 
  雲南市といたしましても、住民の皆さんの生活環境が良くなっていかなくてはならないという事から、

  まずその取り組みの率先をですね、市役所内でやっていこうということでＩＳＯ14001の取得を目指し
  ました。 
  その先陣は旧加茂町役場で取った事が一つのきっかけになっていますけど、市役所全体でのＩＳＯ

  14001の取り組みについて努力してきております。紙の使い方、電気の節約、水の節約、灯油の節約、
  そういった事からかなりの経費節減にも取り組んでいますし、その事によって二酸化炭素の排出量を抑

  制するという事にも繋がっているわけです。 
  こうした地球温暖化防止対策にも通ずる職場環境づくりを雲南市役所内で展開するのと同時に、環境面

  について留意をした生活態度を市民の皆さんにも普段の生活に取り入れていただき、具体的には例えば

  ６月に生活環境向上月間という事で今までまちまちでやっていただいておりました 
  溝掃除とか、公共空間の一斉清掃とかそういった事に取り組んでいただいています。。 
  奇しくも京都議定書で温室効果ガスの排出量マイナス６パーセント以下に抑えようそういった事が申し

  合わされておりまが、京都議定書の開かれました日本といたしましても是非市民レベルで達成する必要

  があるという事が伝わっておりますので、それを雲南市といたしましても率先して取り組んで行きたい

  という考えです。（市長） 
Ａ：１９年度に取得したときの予算額ですけれども全部で１８５万円というものをあげております。 
  あと、毎年認証には一定の認証機関の審査を必ず受けなければいけませんので、今年度ははっきり分か

  りませんけど６０万円前後ぐらいの認定料がこれから掛かっていくかなと考えています。（総務部） 
 

 

                    １９．［ 国 際 交 流 ］                              

 該当なし 




